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＝ 目標をもとう！ 目標にむかって進もう！ ＝ 
新年あけましておめでとうございます。本年もどうぞ

よろしくお願いします。 

正月に交
か

わすあいさつには、新しい年を迎えられた

ことに感謝し、この一年を良い年にしたい、がんばりた

いという思いが込められています。そして、「一年の計 

は元旦にあり」と言われる通り、私たちは年の初めに 

志
こころざし

を立て、その実現に向かって努力することを誓
ちか

います。自分の力が及ばないところには、

まわりからの助けを願って、「今年もよろしくお願いします」のことばを添
そ

えて。年始を寿
ことほ

ぐあ

いさつは、昔から伝わる日本のよき伝統です。 

さて、今年の目標はもうたてましたか。まだの人は、ぜひ目標を自分でたてましょう。こうあり

たいという理想やなりたい自分の姿を具体的に描いてほしいと思います。このような未来像

を描くことを「ビジョンを持つ」と言いますが、その時のポイントは「プラス思考」です。プラス

思考で描いたビジョンを持ち続け、しっかりと意識して毎日を過ごしましょう。うまくいかないこ

とがあったり、くじけそうになったり、簡単には目標を達成できないかもしれませんが、それが

普通です。目標を下方修正せず、どうにかして達成しようとねばり強く続けることが大切です。

目標達成のための特別なことや近道はなく、少しずつの積み重ねが要
い

るのみです。毎日の授

業が入学試験に活
い

きてきます。毎日の部活動の練習が本番の勝敗に関わってきます。一日

一日を大切にしてコツコツと物事に真剣に挑み自分を高めている人には、必ずチャンスが巡

ってきて願いはかないます。描いたビジョンに向かって、着実な歩みを進めてください。 

 

＝ 高砂市いきいき生徒会会議 ＝ 
高砂市立中学校 6 校すべての生徒代表が学校づくりについて考える「いきいき生徒会会

議」が、12 月 26 日に高砂市役所で実施されました。講師としてＮＩＴ情報技術推進ネットワ

ークの松尾由香里氏をむかえ、生徒会役員としてのリーダーシップを身につけ、明るく充実し

た学校生活を送るための方法を考えました。 

竜山中からは新生徒会長廣瀬充希くんたち5名が参加し、SNS

やスマートフォンを適切に利用し、いじめのない楽しい学校をつくる

にはどうしていくのがよ

いかを熱心に話し合い

ました。「竜中改革」と

銘打
め い う

って、小学校との

連携強化やスマホルー
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ルの作成により、いじめや誹謗
ひ ぼ う

中傷
ちゅうしょう

をなくしていこうと、ポスターをつくり、呼びかけをしていく

ことになりました。 

   



 

＝ 新生徒会役員決まる！ ＝ 
令和 2 年度の生徒会役員が決まりました。年末に、新三役はじめ各委員長が校長室へあ

いさつに来てくれました。やる気に満ち輝いていた表情が印象的で、たいへん頼もしく嬉しく

思いました。新生徒会長・副会長を中心に伝統を引き継ぎ、活気ある生徒会活動を行ってく

ださい。 

生徒会活動は、校訓にある「自主」（自分で考え主体的に行動する）を伸ばすための大切

な活動です。生徒会役員の人たちだけでなく、生徒みんなの力でよりよい竜山中学校を創っ

ていきましょう。新生徒会役員のみなさん、学級役員のみなさん、よろしくお願いします。３年

生の生徒会役員のみなさん、１年間本当にご苦労さまでした。中学校生活は残り少ないです

が、後輩たちを支えてやってください。 

 

 

生徒会長    廣瀬充希 

生徒副会長  小玉莉生 

書記        結那 

文化委員長  中宮僚希 、 上野のぞみ 

図書委員長  山田優稀 、 大野穂花 

美化委員長  丸田蒼悟 、 砂川由依 

保健委員長  長田一晟 、 濵田徠心 

    体育委員長  庄司大雅 、 小郷希愛 

 

 

＝ 謡曲「高砂」 ＝ 
1 月 7 日（火）、「謡曲合唱団たかさご」のみなさんにお

越しいただき、全校生が謡曲「高砂」の合唱をしました。こ

の体験はふるさと高砂を愛するこころを育てることを目的と

しており、謡曲「高砂」の歴史や歌い方などを教えてもらい

ました。「高砂とはどんなところですか？」と尋ねられたとき、

自信をもって紹介できるのが、この有名な謡曲です。正月ら

しい 趣
おもむき

があり、日本の伝統文化に触れることができました。

合唱団のみなさま、いい体験をさせていただきありがとうご

ざいました。 

 

 

◇ お知らせ ◇  
ＡＬＴ（外国語指導助手 Assistant Language Teacher）として、昨年度に引き続きエリッ

ク先生が着任されました。英語科の先生と ALT がチーム・ティーチングを行うことで、言葉の

使用法や発音、言語や文化についての情報提供など、よりきめ細かく学習ができるようにな
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ります。また、学校給食が始まるにあたり、みなさんに給食を届けてくださる配膳員さんが学

校に来られていますので、お知らせします。どうぞ、よろしくお願いします。 

 

ＡＬＴ    エリック・クルズ・サン・ファン  

配膳員  塩谷まさみ、藤原陽子 


